










でJIH 、られるモータ制御用の PW 1¥ (P ulse Wid th ModuI a tion) 制御形インバータ装置の基本











に ON し、他相とは 1 2 00 
の位相角を持つ。
この条件により回路を動作させ
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インバータは一般電源用やモータ制御用などにJl'H、られ、 一一般電源川の例に、 c V C F (C ons tan t 
V 01 tage C onstant F requency) 電源があり、無停電電源や非常用電源などに用いられる。また、




半導体電力スイッチを用い効率よく電力制御する方法にスイッチの ON ・ OFF 時間を制御し、
平均電力を調整する時間比率制御があり、この制御法に PWM制御方式(パjレス l隔変調)、 PFM
制御方式(パjレス周波数変調〉、電流ヒステリシス制御方式がある。 i羽 2. で示す高周波パルスが
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)Iii~辿JjtN は( 1 )式で与えられる。
120 f N=~ -~. (l-s) 
p 
「，
EJ??? ( 1 ) 
f :一次周波数 (H z) 
p: 電動機極数 s :すべり
(図) 4. 誘導電動機の回転原理
( 1 )式より、モータの回転速度を変
化するには f 、 p 、 s を変えればよい、 ' ー→周波数:大
その方法に、 f の場合は周波数制御法、 1・ I .f N .f; .f'; 丹、 ρ {:I h .fl 





























??? ( 2) 




























1 C 1 :三錦子レギュレータ












意味でトランジスタ (T r) をHJ し 1て設計する。その方法を|き18. に示す。
( 1 )定格仕様は、定格電圧 50V、定格電流 3A 、 PWM周波数 10KHz とする。
( 2 )パワーデバイスにはMOSFET、サイリス夕、パワー T r などがあるが、安価で理解し易
し、パワー T r を使用する。京 Fは大電流ダーリントン接続の電力スイッチング川で、コンプ









( 5 )放熱設計は、普通よく何j られている方法により熱計算












る方法には 1 2 0 0 通電型と 1 8 0 0 通電型があり、今凶は 1 8 0 0 通電型で設計する。また、パ
ワー回路の出力は 3 相で各相とも同じ構成であるため l 相分について設計する。その方法を図 9.
に示す。
( 1 )制御回路出力はTTL 出力が一般に用いられる。
したがって、小信号でソマワードI1路を駆動するための
スイッチングの T r が必'~となる。先ず、この T r 
を選定するために、パワー 1、 r を駆動するベース
氾流を決定する。つぎに、決定された'屯流似より
パワー T r'こ係わる各紙f/dll'( とその tì'j1U'1日ブJを決
定する。





用ているので小信号用 T r を採用すればよいが、ベース・コレクタ間およびベース・エミッ
タ間にはパワー回路定格電圧が印加されるため、 "Û;J~立庄の高い素子を採用する。つぎに、小























的に O. 1μ ド、 50WV を採川する。
(4 )コンパレータよりの信号が異常なしの場合はH レベル、異常ありの場合は L レベルの出力が
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